
1──「家族の諸相」の特集にあたって

　
近
年
、
中
国
で
は
、「
家
族
」
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
初
代

の
一
人
っ
子
世
代
（
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
出
生
）
が
結
婚
、
出

産
、
育
児
の
適
齢
期
に
入
り
、
親
は
定
年
を
迎
え
て
い
る
。
三
十
数

年
に
及
ぶ
「
一
人
っ
子
政
策
」
は
、「
四
・
二
・
一
」
と
よ
ば
れ
る
、

一
人
っ
子
ど
う
し
の
夫
婦
が
一
人
の
子
供
を
養
育
し
、
双
方
の
両
親

四
人
を
扶
養
す
る
と
い
う
家
族
構
成
を
う
み
だ
し
、
一
人
っ
子
世
代

は
人
的
・
経
済
的
・
精
神
的
に
大
き
な
負
担
に
直
面
し
て
い
る
。

「
四
・
二
・
一
」
と
い
う
形
態
は
、
従
来
の
、
親
と
息
子
と
い
う
父

系
に
基
づ
く
「
養
児
防
老
」（
息
子
を
養
っ
て
老
後
の
世
話
を
た
の

む
）
や
「
反
哺
」（
親
は
子
を
、子
は
親
を
相
互
に
扶
養
す
る
）型
が
、

す
で
に
、
実
質
的
に
は
、
夫
方
と
妻
方
の
親
対
息
子
と
娘
と
い
う
、

双
方
を
一
体
化
し
た
双
系
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
本
特
集
で
「
家
族
」
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
社
会
主
義
化
に
続
く

驚
異
的
な
経
済
発
展
の
も
と
で
劇
変
す
る
中
国
に
あ
っ
て
、
一
人
っ

子
政
策
や
高
齢
化
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
、「
家
族
」
や
そ
れ
を
構

成
す
る
家
族
成
員
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
何
が
変
化
し
て

何
が
変
化
し
て
い
な
い
の
か
、
本
当
に
変
化
し
た
と
い
え
る
の
か
、

「
家
族
」
の
変
化
か
ら
社
会
の
ゆ
く
え
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、深
考
す
べ
き
時
に
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
家
族
研
究
と
い
う
名
の
も
と
に
、
社
会
学

（
家
族
社
会
学
）
や
文
化
人
類
学
（
社
会
人
類
学
）、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

な
ど
の
諸
分
野
か
ら
多
様
な
研
究
成
果
を
集
め
て
「
家
族
の
諸
相
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
座
談
会
で
は
、
社
会

学
か
ら
麻
国
慶
先
生
と
首
藤
明
和
先
生
、
文
化
人
類
学
か
ら
周
星
先

生
と
稲
澤
努
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
長
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
基
づ
く
知
見
の
報
告
と
広
範
囲
に
及
ぶ
問
題
提
起
を
ふ
ま
え

て
、
啓
発
に
満
ち
た
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
家
族
研
究
は
こ
れ
ま
で
、
家
族
の
内
部
構
造
に
関
す
る
研
究
と
、

家
族
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
集
団
と
組
織
の
関
係
の
研
究
の
二
方
向
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
。
中
国
の
家
族
研
究
で
は
、
漢
族
社
会
の
父
系
出

自
的
性
格
が
注
目
さ
れ
、
家
父
長
権
的
な
家
庭
内
秩
序
が
指
摘
さ
れ

る
と
と
も
に
、「
宗
族
」（
父
系
の
系
譜
で
繋
が
る
集
団
）
の
組
織
性

と
そ
の
社
会
的
機
能
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
中
国
の
家
族
研

究
は
、
か
つ
て
と
比
べ
て
研
究
者
が
減
少
し
、
あ
ま
り
活
発
で
は
な

「
家
族
の
諸
相
」の
特
集
に
あ
た
っ
て 

編
集
部
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い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
充
実
し
た
研
究
成
果
は
着
実
に
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
本
特
集
の
編
集
に
あ
た
っ
て
も
、
以
下
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
首
藤
明
和
「
現
代
中
国
家
族
の
変
化
と
展
望
」（『
中

国
21
』
Vol
・
40
、
二
〇
一
四
年
）、
首
藤
明
和
・
王
向
華
編
『
日
本
と

中
国
の
家
族
制
度
研
究
』（
風
響
社
、
二
〇
一
九
年
）、
瀬
川
昌
久

『
中
国
社
会
の
人
類
学
│
│
親
族
・
家
族
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
世

界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
瀬
川
昌
久
・
川
口
幸
大
編
『〈
宗
族
〉

と
中
国
社
会
│
│
そ
の
変
貌
と
人
類
学
的
研
究
の
現
在
』（
風
響

社
、
二
〇
一
六
年
）、
韓
敏
編
『
家
族
・
民
族
・
国
家
│
│
東
ア
ジ

ア
の
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
風
響
社
、
二
〇
一
九
年
）
等
。

　
最
後
に
、
新
た
な
テ
ー
マ
で
あ
る
家
族
の
個
人
化
に
つ
い
て
、
沈

奕
斐
『
誰
在
你
家
│
│
中
国
〈
個
体
家
庭
〉
的
選
択
』（
上
海
三
聯

書
店
、
二
〇
一
九
年
）
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
、
上
海
在

住
の
四
六
戸
の
「
中
産
階
層
」（
夫
婦
と
も
四
〇
代
以
下
、
ど
ち
ら

か
が
大
卒
以
上
、
上
海
戸
籍
、
親
が
地
元
を
離
れ
て
子
世
代
と
同

居
）
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
そ
の
分
析
で
、
上
海
家

族
に
つ
い
て
次
の
特
徴
を
あ
げ
る
。
一
に
、
理
想
の
家
族
構
造
は

「
両
扇
門
一
碗
湯
」（
二
つ
の
ド
ア
、
一
杯
の
ス
ー
プ
）
の
距
離
で

各
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
、
親
が
第
二
の
「
妻
」
と
な
っ

て
家
事
と
育
児
を
担
う
。
二
に
、
夫
方
居
住
婚
が
消
失
し
つ
つ
あ

り
、
二
世
代
同
居
の
場
合
は
親
が
子
世
代
に
従
う
。
三
に
、
誰
を

「
家
族
」
と
認
識
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
女
性
は
自
分
の
両
親
と
配

偶
者
、
子
供
と
す
る
が
、
男
性
は
こ
れ
に
自
分
の
兄
弟
を
加
え
、
親

世
代
は
全
て
の
親
族
を
加
え
る
。
四
に
、
親
族
関
係
は
高
収
入
・
高

学
歴
・
高
地
位
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
物
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
。
五

に
、
夫
婦
は
各
々
が
自
分
の
両
親
に
親
孝
行
す
る
責
任
を
も
ち
、
妻

は
夫
家
に
は
従
属
し
な
い
。
六
に
、
家
父
長
制
は
す
で
に
崩
壊
し
、

親
世
代
は
経
済
的
優
位
を
失
っ
て
「
時
代
遅
れ
」
と
な
り
、
子
世
代

が
親
世
代
の
権
力
を
上
回
る
。
七
に
、
夫
婦
関
係
で
は
夫
が
な
お
主

導
権
を
も
つ
が
、
家
事
分
担
に
は
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
る
、
と
す
る
。

　
近
代
化
や
都
市
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
中
国
で
は
個
人
の
権
利
意

識
が
向
上
し
、
家
族
主
義
が
徐
々
に
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
欧
米

の
よ
う
な
個
人
主
義
と
い
う
文
化
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
沈

著
作
が
指
摘
し
た
、
一
人
っ
子
世
代
の
女
性
の
経
済
的
地
位
の
上
昇

に
よ
り
、
家
庭
内
の
権
力
構
造
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
義
理
の

親
孝
行
の
ジ
レ
ン
マ
と
い
う
問
題
提
起
は
興
味
深
い
。
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
中
国
に
お
い
て
、
親
密
圏
に
閉
ざ
さ
れ
た
老
親
の
扶

養
は
徐
々
に
社
会
化
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ケ
ア
を

受
け
た
り
、
国
家
福
祉
で
賄
え
た
り
す
る
方
向
に
変
化
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
の
選
択
自
由
度
が
向
上
し
、
社
会
の

「
個
人
化
」
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
も
、
伝
統
的
な
家
族
と
い

う
絆
は
強
固
な
も
の
と
し
て
根
付
い
て
お
り
（「
血
濃
于
水
」）、
家

族
は
依
然
と
し
て
個
人
の
最
後
の
砦
で
あ
る
。
中
国
の
家
族
は
常
に

「
伝
統
性
」
と
「
現
代
性
」
の
駆
け
引
き
の
中
で
変
化
し
て
い
る
。
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